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【理念】 
 

患者さまの立場に立ち、その方の終生に

わたり健康を支え、質の高い診療と心地

よい療養環境を提供します。 

け 
だ 

ん こ う 
い い ち 

【基本方針】 
 

★ 患者様のニーズと負担を考慮し、適正で効率的な医療を提供します。 

★ 医療スタッフによる十分な説明と患者さまの選択に基づく開かれた医療を進めます。 

★ 地域に根ざし、患者さまに終生かかわり合いを持つ医療を目指します。 

★ 患者さま、職員にとって｢心地よい環境｣の向上に努めます。 

《 INDEX 》   P．１    表紙 ＜シロツメクサ＞ 

  P．２    栄養相談のご案内 

  P．３    ナースこーる ～夏と冬で違う？食中毒の話～ 

  P．４    介護保険サービス利用の流れ 

  P．５    院内講話が開催されました 

  P．６    倉敷けんしんのご案内 

  P．７    肺炎球菌ワクチン接種のご案内 

  P．８    歯科医師紹介 

 

倉敷第一病院 
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～○夏と○冬で違う？食中毒の話～ 

日中は汗ばむ日も増えてきましたね。実はこの時期から少しずつ気をつけたいのが、〝食中毒〟で

す。季節によって原因や注意点が少し違うため、それぞれの特徴を知っておきましょう。 

○夏 の食中毒  

★夏は気温と湿度が高く、細菌が増えやすい季節です。食べ物のなかで菌が増え、それを口にすること

で起こります。 

★主な原因：サルモネラ感染症、カンピロバクター感染症など。 

★症状：下痢、腹痛、発熱   食後数時間～1 日程度で症状が出ることが多い。 

★予防のポイント：●食品の加熱●調理後は早めに冷蔵庫へ●手洗い、調理器具の清潔を保つ 

○冬 の食中毒 

★冬はウイルスによる食中毒が中心です。少量でも感染し、人から人へ広がりやすいのが特徴です。 

★主な原因：ノロウイルス感染症 

★症状：突然の嘔吐、下痢 腹痛や発熱を伴うこともあります。 

★予防のポイント：●こまめな石けんでの手洗い●嘔吐物の適切な処理●食品の十分な加熱 

夏は『菌』、冬は『ウイルス』と覚えておくと分かりやすいです。         

 

～いつもと違うなと感じたときは、 

無理をせず早めにご相談くださいね～  
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まずは、介護保険制度を利用するまでについて、順を追って説明します。 

① 【申請】 

申請は介護保険証を持参し、市町村の窓口へ出向き申請します。 

＊居宅介護支援事業所、高齢者支援センターで代行申請してもらうこともできます。 

② 【認定調査と主治医意見書】 

申請後、認定調査を受けます。 

＊認定調査とは、訪問調査員（認定調査員）が自宅などを訪ねて、申請者の心身の状態について本人、家

族などから聞き取り調査などをします。 

＊主治医意見書とは、主治医が申請者の疾病や負傷、生活状況などについての意見を記したものです。 

③ 【審査・判定】 

認定調査の結果と主治医意見書をもとに認定審査会で審査し要介護状態区分が判定されます。 

④ 【認定結果通知】 

結果が記載された「認定結果通知書」と「介護保険被保険者証」が届きます。 

⑤ 【サービス利用の相談】 

認定結果を踏まえ、それぞれの事業所へ相談となります。 

要支援 1・2⇒居住する地区の高齢者支援センター 

要介護 1～5⇒居宅介護支援事業所 

以上が、申請からサービス利用に至るまでの基本的な流れになります。 

★倉敷第一病院にもケアマネジャーがいますので、お気軽にご相談ください。 

居宅介護支援事業所の役割 

ケアマネジャーがいる事業所です。 

ケアマネジャーは介護の知識を幅広く持った専門家で、介護サービス利用にあたり次のような役

割を担っています。 

・利用者や家族の相談に応じアドバイスします。 

・利用者の希望に沿ったケアプランを作成します。 

・サービス事業者との連絡や調整をします。 

・施設入所を希望する人に適切な施設を紹介します。 

 

介護保険制度は、老後の安心をみんなで支えるため、４０歳以上の皆さんが保険料を出し合い、介護

が必要な人を社会全体で支えるしくみです。 

介護保険制度がスタートして20年以上が経過しました。 

2000年での倉敷市の要介護者（要介護 1～5）数は約8800人でしたが、2025年 1月には約

20000人となりました。 

倉敷市における2025年の高齢化率は29.3％で、約 3人に 1人は65歳以上となっています。 

介護は、いつする側、される側になるかわかりません。 

介護保険制度の内容をいくらかでも知っておけば、いざというときに役立ちます。 
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院内講話が開催されました 

3月 18日に院内講話を開催いたしました。通所サービス課の石丸さんを講師に迎え、「介護サー

ビスについて」がテーマでした。 

介護サービスの種類や内容、利用までの流れなどについて、動画を交えながら分かりやすく説明し

ていただきました。実際の通所サービスの活動風景も紹介され、参加された方々にとって介護サービ

スへの理解を深める良い機会となりました。 

また、講話の中では「コグニサイズ」も紹介され、参加者全員で実際に体験しました。身体を動かし

ながら頭も使う内容で、会場からは笑い声も聞かれ、和やかな雰囲気の中で大いに盛り上がりまし

た。 

今回の講話を通じて、通所サービス課の取り組みや利用者支援への理解を深めることができまし

た。今後もさまざまなテーマで院内講話を開催し、地域の方や患者様、ご家族にも参加していただけ

る機会を作っていきたいと思います。 
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